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ココアやチョコレートはカカオ豆（カカオの木の種を発酵後、乾燥した物）を原料として製造さ

れた嗜好食品であるが、近年、機能食品としても注目を集め循環器病疾患に対する予防効果、抗酸

化効果、抗菌効果など、多くの機能性が知られるようになり、現在も研究が精力的に行われている。

１．これまでのあゆみ

我々は1997年、外傷患者がチョコレート摂取を契機に難治性感染性創部が著明に改善したことか

ら、カカオに抗菌性、治癒促進効果があるのではないかと発想し、カカオの機能性に関心を持った。

その後、基礎的な検討と、臨床の場でのココアの利用を通じて、創傷治癒促進効果以外に、亜鉛や

銅のミネラル補充、看護師が患者の排便に気付き難くなったことをきっかけに、便臭低下効果や排

便コントロールなどについて新しい知見を得ることができた。

２．本邦におけるカカオの臨床応用について

我々は本シンポジウムなどを通じて、これらのカカオの効用について報告してきたが、一方、カ

カオの機能性が注目されるようになって以降、我々以外の施設に於いても、カカオの臨床応用例が

散見されるようになった。

今回、我々は、それらの施設の過去の文献や学会発表などを渉猟し（表１）、各施設において、

カカオのどのような機能を目的に、どのように利用されているか、またその過程にてどのような知

見を得たか、などを可能な限り検索し、さらに現在も利用を続けている施設に関して、共同研究者

がインタビューを試みた。

その結果、現在も継続的にカカオを利用している施設は数多くあり、当施設を除くと、主に高齢

者の慢性期が対象とされ、カカオの投与法としてはほぼ全施設がココアの形で利用していた。これ

はココアが経腸栄養などに溶解・添加しやすいことがその理由と考えられた。

利用目的としては、

（１） 排便コントロール

（２） 褥瘡（床ずれ）の改善

（３） 栄養補給・補助栄養食品として

（４） ミネラルの補給、特に銅欠乏の治療

である。

簡単に解説すると、（1）は、当センターが嚆矢となった、ココアに含まれる豊富な繊維と腸内細

菌への調菌力によると思われる、排便間隔の適切化。さらに一部の施設では、最近報告された、難

治性下痢への効果の応用がなされていた。（2）創傷治癒に関連する使用法と思われ、抗菌性とあわ

せて良い適応と考えられる。（3）近年、高齢者の新型栄養失調が注目され、高齢者に於いても充分

なエネルギーと蛋白摂取が必要という認識が高まっている。ミルクココアを補助食品として併用す

カカオを臨床や災害の場で
より活かすために
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ることは、これらの栄養失調への対策となるだけでなく、Mato細胞など血管の老化に伴って発生

するといわれる脳血管性痴呆などの抑制に効果的と考えられた。（4）は、カカオに含まれる銅や亜

鉛を、これらのミネラルが不足しがちな病態に対して、その補充食品として用いる方法である。特

に空腸（下部）からの経腸栄養を投与する空腸瘻という栄養投与方法は、銅の吸収部位が空腸の上

部に集中していることから銅不足を来たし易く、それに対して、ココアを経腸栄養剤と併用するこ

とで良好な結果を得ている点が注目される。

このように何れの施設においても、カカオの特性をうまく活かした利用法を行っており、とくに

問題となるような副作用も無く、今後の普及が期待されるものであった。

3．災害時の食品としてのカカオの利用

東北地方太平洋沖地震は、我々救急医療を専門とする者にとっても大きな試練であった。我々に

於いても最大限の支援を行ったが、同時に多く課題があることを再確認させられた。チョコレート

やココアが十分に利用できなかったこともその一つである。その理由として、従来のチョコレート

は長期保存ができず、高温環境で溶けてしまうことが大きなネックであった。さらに我々は、当セ

ンターから災害支援として派遣した延べ数十人のスタッフにインタビューを行い、より災害に適し

たチョコレートとしての要件（たとえば残渣の少ない包装やストレス下の味覚にあった味付け）に

ついてデータを収集し、製菓会社にその結果を伝えた。

幸い我々の依頼を受けた１社から、夏の暑さでも溶けにくく長期保存を可能にする“焦げ骨格”

を有するチョコレートを用いることで災害食品としての要件を満たすチョコレート缶が開発され

た。今後はさらに機能性の面からの改良を希望する次第である。

今回の我々の取り組みは、高齢化が進みまた東海地震がささやかれる昨今の日本において、きわ

めて有用かつ必須なものと考えている。

表１　調査でヒットした22施設の報告内容
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